
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特特定定非非営営利利活活動動法法人人浦浦和和ススポポーーツツククララブブ    

２２００００９９年年度度社社員員総総会会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時：２００９年６月１４日（日）１５時～ 

 

場所：浦和スポーツクラブ・クラブハウス 

 

 
１．2008年度事業報告   （採決事項①）・・・・・・・・・・  1 

２．2008年度決算報告   （採決事項②）・・・・・・・・・・  8 

３．2009年度事業計画(案) （採決事項③）・・・・・・・・・・ 15 

４．2009年度予算（案）  （採決事項④）・・・・・・・・・・ 20 

５．役員改選について   （採決事項⑤）・・・・・・・・・・ 22 



 

1 

１．2008年度事業報告：採決事項① 

月 会議・事業等 プログラム 

４ 
27 理事会、テニス運営会議 
28 ニュースvol.87発行 

・サッカー（広場、U-15、U-18、選手、生涯） 

・ヨガ、キッズテニス他 

５ 

04 サッカー運営会議 

18 理事会 

28 ニュースvol.88発行 

 

６ 

 

15 2008年次総会 

28 キッズテニス大会準備会 

ニュースvol.89発行 

07～ 星空スポーツ広場フルオープン 

21 第10回浦スポ塾（暑熱対策／戸苅副理事長）
26 サッカー広場水分補給講習会 

30  〃 

７ 
05 ふぁいぶるクラブ運営協議会 
28 ニュースvol.90発行 

 

８ 

09 フィットネス運営会議 

  サッカー運営会議 

28 ニュースvol.91発行 

 

21～22 工作教室 

９ 
07 キッズテニス大会準備会 

28 ニュースvol.92発行 

 

１０ 

05 キッズテニス大会準備会 

11 第２回キッズテニス大会in SAITAMA 

26 県クラブフェスタ（テニス、卓球参加）

28 ニュースvol.93発行 

・選手コース サッカー市民大会参加 

・県支援事業／シニア体力アップ開始 

（全５回：10/25,11/1,11/15,11/22,12/6） 

１１ 

03 キッズテニス大会反省会 

24 理事会 

28 ニュースvol.94発行 

 

 

 

１２ 

13 副理事長会議 

20 ふぁいぶるクラブ運営協議会 

28 サッカー運営会議、 地域部会 
ニュースvol.95発行 

  

 

20～21 キッズテニス全国大会に参加（有志） 

１ 

11 部門リーダー、理事会議 

23～25 市地域スポーツクラブフェスタ 

28 ニュースvol.96発行 

 

 

24 浦スポ塾特別編 ニールスミス講演会 

２ 

13 県子どもの体力向上フォーラム参加 
14 SFA SMC公開セミナーに参加 
豊頃町視察受入 

21 理事会 

28 ニュースvol.97発行 

07 第 11回浦スポ塾（福永氏講演） 

20 第12回、13回浦スポ塾 
子どものスポーツ／戸苅副理事長 

怪我予防とテーピング／細渕氏 

３ 

01 サッカー運営会議 
フィットネス指導者・副理事長会議 

21 ふぁいぶるクラブ運営協議会参加 

28 サッカー運営会議 

ニュースvol.98発行 

・生涯、選手 09年度さいたま市民リーグ 

・Ｇシニア 08年度北部リーグ 

４ 

11 理事会 

12 サッカー運営会議 
19 副理事長会議 

28 ニュースvol.99発行 

 

５ 

17 理事会（サッカー部門） 

23～24 全国クラブ会議参加（４名） 

28 ニュースvol.100発行 

 

＊各欄の左端の数値は 日付を表す 
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（総論） 

 0８年度は、次のような特徴的なできごとがありました。 

□ スポーツくじ助成（toto）の交付 

□ 星空スポーツ広場開始 

□ さいたま市地域スポーツクラブフェスタに参加。ニールスミス氏講演会主催 

□ 第２回キッズテニス大会 in SAITAMA開催 

□ サッカーU18の再開 

□ フィットネスプログラム及びインストラクターの総交替 

□スポーツ振興くじ助成（toto）の交付 

 いわゆるトトの助成に、2008年１月に始めて申請し、４月に交付決定通知を受けました。 

 2008年度は７７７万円の助成を受けました。 

 助成金は、主にサッカー育成の指導体制の充実、クラブマネジャーの雇用、星空スポーツ広場の運

営に用いました。 

□星空スポーツ広場の開始 

 2007年12月にサッカーのみが始まっていた、県立高校を活用したモデル事業ですが、６月からは体

育館もお借りすることができるようになり、星空サッカーから星空スポーツに改称しました。 

 体育館では、卓球、バドミントン、スポンジテニスを行なっています。初回には200名近い方が訪れ、

運営する側も参加する側も初体験で戸惑うことばかりでした。 

 開催日が月末か月初まで決まらないことも多く、参加者の皆さんへの告知が課題となっています。 

□さいたま市地域スポーツクラブフェスタ参加。ニールスミス氏講演会主催 

 1月23～25日に、浦和駅東口駅前コムナーレにおいて開催された地域スポーツクラブフェスタに参加

し、市民広場でのドリブル教室、９Ｆフロアでのラダートレーニングを担当しました。また、グリー

ンスポーツ鳥取のニールスミス氏をお迎えし「芝生から始まる体づくり」のご講演をいただきました。 

□第２回キッズテニス大会 in SAITAMA開催（実行委員会を主幹） 

 10月１１日（土）に、駒場体育館において第２回キッズテニス大会 in SAITAMAを開催しました。第

１回よりも参加者枠を増やし、大成功に終わりました。 

□サッカー U18の再開 

 サッカー育成部門にとって、最大の懸案であったU18コースを正式に再開し、幼稚園からスーパーシ

ニアまで切れ目のない場を提供できるようになりました。 

□フィットネスプログラム及びインストラクターの総交替の決定 

 2004年の日体協総合型育成支援事業を機に始まった、クラブの３本柱の一つであるフィットネス（特

にヨガエクササイズ）部門において、クラブの方向性とインストラクターの都合の関係から、2009年

６月をもって現行プログラムを終了し、7月以後、新しいプログラム編成とすることとなりました。 

 

06年のクラブハウス改装により繰越金をほぼ使いきってしまっていましたが、スポーツ振興くじ

助成を受けることができたことで、プログラムの試行的実施や人材強化の資金的余裕が生まれ、地域

の皆さまに広く参加していただくことができる星空スポーツ広場が始められたことや、サッカーU18

が正式再開できるなど、地域のスポーツ環境の充実にむけて大きな一歩が始まりました。 

その一方で、フィットネスプログラムの全面見直しをせねばならない事態となってしまい、今後に

むけて予断を許さない状況ともなっています。 

クラブは来年で20周年を迎えます。この間には、数度、運営・経営的な危機がありましたが、よ

り多くの仲間とスポーツを楽しむ場をつくり続けたいという理念のもと乗り切ってきました。 

今後も、地域の皆さまに広く支えていただけるクラブとなるように、より多くの方が参加できる場

を、皆さんと一緒につくっていきたいと考えます。 
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（年度当初事業計画と成果） 

0８年度当初事業計画 成果 

１．既存活動の充実、発展を図る 

（１）運営体制を充実させる 

・会員も参加できる運営会議の開催 

・専門部会の開催 

・ 運営管理システムの見直し 

 

 

●各部門とも運営会議が機能せず 

●指導者部会開催できず 

○地域部会を開催しました 

△新会員管理システムを導入。会員制度の

見直しは未着手 

（２）サッカー 

・ サッカー指導者の充実、育成環境の充実 

 

・ U18の活動を正式に再開 

・ 会費の低減 

 

△トト助成を活かし、福永氏を招聘。諸田

コーチの就任 

△活動再開。大会登録人数にはまだ不足。

○一律5000円に低減 

（２）テニス 

・ キッズテニスの会員増加を図る 

・ 常盤北小での開設準備を進めます 

・ 屋外のテニス場の確保を図り、キッズからシニアま

での活動の場づくりを目指す 

 

△特に大きな変化はありませんでした 

●交渉が進みませんでした 

○初心者テニスの会員が増えました 

●屋外のテニスコートの確保に苦労して

います 

（３）フィットネス 

・ 会員の志向にあわせた新しい種目に取り組む 

 

・ シニア向け、子ども向けの充実を図る 

 

・ 体操広場の会員増加を図る 

 

 

△シェイプアップエクササイズ等２クラ

スを始めました 

△県委託事業としてシニア体力アップ講

座（全５回）を開催しました。 

○水曜日クラスを新設し、幼稚園クラスは

増えました 

（４）講習会 

・浦和スポーツ塾の定例化 

 

 

 

△４回開催をしましたが、ＰＲがあまりう

まくできませんでした。 

○特別版としてニールスミス氏を招きま

した。 

（５）その他 

・専門知識を持った人材を活かし、各プログラムに＋

αを加えていく 

 

○いくつかのプログラムで栄養学や水分

補給の講習会を開催しました。 

２．地域のスポーツ振興に取り組む 

（１）イベントの開催 

 ・キッズテニス大会 in SAITAMAの開催 

 

 

○第２回キッズテニス大会を開催しまし

た。（参加者も増え、大成功） 

○さいたま市地域スポーツクラブフェア

に参加し、浦スポ塾特別編等を提供しま

した。 

（２）地域連携事業 

・高齢者や子ども向けのプログラムの充実を図る 

 

 ・星空スポーツ広場で各種プログラムを展開する 

 

○夏休み工作教室を開催 

○ふらっと広場を継続開催 

○星空スポーツで卓球、バドミントン、ス

ポンジテニスを実施。 
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【サッカー】 

（サッカー／普及：広場） 

 元REDSの福永氏、健康運動指導士・管理栄養士の森氏を迎え、また、U15出身の川下君、山
口君などの参加もあり、体制を充実していくことができました。 

 大塚製薬さんのご協力により、水分補給講習会を実施しました。 
 高学年の人数増加はいまだに課題として残っています。 

（サッカー／育成） 

 スクール（小５・小６）の参加希望者が増えています。 

 U15は人数不足により大会参加ができなくなってしまいました。 

 U18の活動を再開し、じょじょに参加人数も増えてきています。 

 選手コースは練習参加人数が少なく、単独での練習が行いづらい状況です。 

（サッカー／振興（生涯スポーツ）） 

 生涯コースは、２つに分かれてさいたま市北部リーグと浦和けやきリーグに参戦してきました。 
 スーパーシニアは出席率が高く、熱心な活動が展開されています。 
 

【テニス】 

（テニス／キッズ） 

 キッズテニス大会の第２回を開催し、参加人数、試合とも増加させることができました。 
 キッズテニスを数年経験した子ども達（高学年）のジュニアやインドアの場の確保が課題です。 

（テニス／一般） 

 交流センターが活用できなくなりました。 

 一方で、一般の方のニーズが高く、コートの安定的確保が喫緊の課題となっています。 
 

【フィットネス】 

（ヨガ・エクササイズ等） 

 ヨガ・エクササイズ等のインストラクターの皆さんが交替されることとなり、現行のプログラム
は08年度（移行期間のため09年６月まで）で終了することとなりました。 

（体操広場・スポーツ探検広場） 

 水曜日に幼稚園生向けのクラスを新設しました。 
 高学年まで続けていく会員を増やすことが課題となっています。 

（太極拳） 

 人数は10名前後で安定していますが、少しずつ会員が入れ替わっており、継続していただける
ことが課題と考えられます。 

（バレエ） 

 高学年になっても継続したい子が増えてきており、クラス数を増加することとなりました。 
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【その他】 

（魅力アップ事業） 

 夏休み工作教室などを実施し、子供たちには好評でした。 

（浦和スポーツ塾） 

 第10回～第13回を開催しました。 
 このほか、特別版として、グリーンスポーツ鳥取からニール・スミス氏をお迎えし、「芝生から
始まる体づくり」の講演をいただきました。 

（クラブ視察の受け入れ） 

 北海道豊頃町からの視察を受け入れました。 
 練馬区からの視察を受け入れました。 
 仙台市太白区からの視察を受け入れました。 

（地域交流・拠点確保） 

 埼玉県教育委員会「総合型地域スポーツクラブ（ふぁいぶるクラブ）活動支援事業」として、当ク
ラブと浦和高校、県教育委員会と協議を重ね、07年１2月から開始した「星空サッカー広場」

を発展させ、体育館もふくめた「星空スポーツ広場」として、卓球、バドミントン、スポンジテ

ニスなどが始まりました。 

 同様に埼玉県教育委員会委託事業を受け、シニア体力アッププログラム（１～５回）を、浦和高
校で開催しました。 

（県との協働） 

 ふぁいぶるクラブ運営協議会に参加しています。 
 埼玉県地域スポーツクラブフェスタに協力し、テニスプログラムと卓球教室を担当しました。 
 総合型地域スポーツクラブを活用した生涯スポーツ振興事業「シニア健康・体力つくり支援」プ
ログラムとして浦和高校を活用した全５回の事業を開催し、地域のシニア層約40名の参加を得

ました。 

（市との協働） 

 さいたま市総合型地域スポーツクラブ推進委員会に委員として参加しました。 
 さいたま市地域スポーツクラブフェアに参加し、企画ワーキングを担当し、プログラムとして、
パネル展示、ラダートレーニング、ドリブル教室を行ないました。また、ニールスミス氏（グリ

ーンスポーツ鳥取）による「芝生から始まる体づくり」を開催しました。 

 

（その他） 

 ニュースが100号に到達しました。 
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参考／200６年～２００９年のクラブ会員数（各年５月末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 2007 2008 2009
サッカー普及 575 508 449 448
サッカー育成 37 35 29 54
サッカー生涯 70 69 78 77
テニス子ども 116 157 175 153
テニス大人 11 38 61 58
フィットネス領家 314 413 410 377
フィットネス常盤 112 165 167
フィットネスその他 35 51 91 118

サッカー 682 612 556 579
テニス 127 195 236 211
フィットネス 349 576 666 662

合計 1,158 1,383 1,458 1,452
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２．2008年度決算報告（2008年４月１日～2009年３月31日）：採決事項② 

 

□ 収入総額は約4,734万円となり、昨年よりも６00万ほど増加しました。 

□ 大幅増は、トトの補助（777万）によるものですが、総額では予算より130万ほど下回りまし

た。広場やユースの会員数が予定まで達しなかったことが原因です。 

□ 経常支出は約4,352万円で、予算よりも300万ほど少なくなりました。この結果、単年度の収

支では380万円ほど黒字となりました。 

□ トトの助成金は、年々減額され、最大でも５ヵ年でなくなります。交付を受けられる間に、各部門

の黒字化を会費収入を柱とした安定財源により確立することが必要なことがわかります。 

 
（年度収支と過年度との比較） 

2008年度 過年度 
年度 

予算 決算 2007 2006 2005 2004 2003 

収入 48,675,500 47,344,612 41,511,461 33,378,885 31,661,580 23,206,369 16,911,025

支出 46,757,200 43,520,329 38,408,490 32,950,819 28,712,254 19,990,075 16,603,470

収支 1,918,300 3,824,283 3,102,971 428,066 2,949,326 3,216,294 307,555

繰越 5,263,678 7,169,661 3,345,378 242,047 7,274,367 5,321,696 2,105,402

 
 

年度収支
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収入 28,910 31,763 10,546 10,542 9,230 8,935 8,851 10,395 16,911 22,845 31,450 33,379 41,512 47,345

支出 29,171 12,101 20,921 19,195 15,977 9,339 9,527 10,059 16,603 20,626 28,640 32,951 38,408 43,520

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

 
■年度収支の経年変化（単位：千円）■ 
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 決算資料／ 

 

浦和スポーツクラブの決算経緯
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千円

正味財産 20,915 19,283 15,853 27,867 17,442 9,882 3,089 2,214 2,138 1,964 3,654 5,549 8,360 7,718 9,786 12,763

単年度収支 -261 19,662 -10,37 -8,653 -6,747 -405 -676 336 308 2,220 2,811 428 3,103 3,824

1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008



10 

 08年収支計算書 
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 監査報告書（別添） 
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３．2009年度事業計画（案）：採決事項③ 

 クラブは、来年で20周年をむかえます（1991年設立）。クラブでは当初から欧州型の総合的なス

ポーツクラブを目指してきましたが、日本国内の様々な社会状況やクラブの運営状況などから、必ず

しもその姿を実現してきたとはいえません。スポーツをめぐる環境が変ってきていることや、多種目

展開や、長く在籍するサッカー会員の年齢層も高まる中で、いろいろな志向性がでてきていることを

踏まえると、今後のクラブの展開（ビジョン）について、わかりやすく整理していくことが必要と考

えます。20周年記念行事とクラブネクスト10（今後10年間で目指すこと）の企画検討を進めるこ

ととします。 

 また、具体的な活動の面では、2009年度は、7月から全面改訂をするフィットネスプログラムの

安定化と、08年度年度から取り組んでいるサッカー育成部門の体制強化が最大の課題となります。

幸い、toto助成の2年目も受けることができることとなったので、この助成を受けていられる間に会

員の増加と安定化を図ることが必要です。 

 

（１）20周年準備事業 

 ①20周年記念事業の企画 

  １）記念イベント 

  ２）記念誌の作成 

  ３）その他 

 ②クラブネクスト10の検討 

  １）ビジョン 

  ２）会員・会費制度について 

  ３）施設（グランド・コート）確保について 

 

（２）既存活動の充実・発展を図る 

①運営体制を充実させる 

  １）クラブ理念の浸透 

２）会員も参加できる運営会議の開催 

 各プログラムにおいて会員と指導者やクラブとの情報の交流頻度を高め、会員の声が活動

に活かされていくようにするために運営会議を開催します。 

３）専門部会の開催 

 □指導者部会：指導者同士が顔の見える関係をつくります。 

  □地域部会：地域と連携した事業展開を図ります。 

②サッカー 

 U18の会員増加をはかり、リーグ参加を図ります。 

 大藤コーチが職員となったことを活かし、サッカーの運営面の強化を図ります。 

③テニス 

 キッズテニスの会員増加をはかります。 

 キッズテニスのクラスを新設します（新たな学校への展開） 
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 インドアテニスの教室増をはかり、高学年への対応を図ります。 
 初心者テニスや、ジュニアテニス会場の確保を図り、キッズからシニアまでの活動の場づく

りを目指します。 

④フィットネス 

 新規予定プログラムの会員確保を図ります 

 シニア向け筋力トレーニングやハワイアンフラなどの導入を進めます。 
 体操広場（改称予定）の会員増加をはかるとともに、高学年まで続ける会員を増やします。 

⑤その他 

 シニア向け、子ども向けのプログラムの充実を図ります。 
 卓球のクラスの新設を進めます（星空スポーツ広場からの一部定例化） 

 浦和スポーツ塾を定期開催します 

 様々な専門知識を持った人材を活かし、各プログラムに＋αを付け加えていきます。 
 

（３）地域のスポーツ振興に取り組む 

①「第３回 キッズテニス大会 inＳＡＩＴＡＭＡ」の開催 

 第３回キッズテニス大会 inSAITAMAの実行委員会の主管を努めます。 

 実施に際しては、大人のテニス会員や、キッズテニス会員の保護者の皆様にもご支援いただきた

いと考えています。 

  期日：２００８年１０月３１日（土） 

  場所：さいたま市立浦和駒場体育館 

  主催：キッズテニス大会 inＳＡＩＴＡＭＡ実行委員会 

       構成団体（予定）  ＮＰＯ法人浦和スポーツクラブ、鴻巣ブレス 

                 ＮＰＯ法人あさひスポーツ・文化クラブ 他 

  その他  笹川スポーツ財団 スポーツエイド対象事業（４5万円助成決定） 

 

②地域との連携強化を図り、高齢者や子供向けのプログラムの充実を図る 

  星空スポーツ広場を中心に、各種プログラムを展開していきます。 

  星空スポーツの会費制を検討し実施します。 

  

 ③H21年度 文部科学省「総合的な放課後対策推進のための調査研究」事業受託 

  テーマ：「バランスの良い体力向上につながる放課後プログラムの実証」 

  実行委員会主管 

  構成団体  浦和スポーツクラブ、平成国際大学、埼玉県ふぁいぶるクラブ運営協議会 

        ふぁいぶるクラブ白鶴、鴻巣ブレス 

  協力団体  埼玉県スポーツ振興課 

内容    全国体力テストでも埼玉県、さいたま市が著しく成績の低い投力の向上を目指して、

クラブ、県、大学と連携した取組みを進めます。 
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○スポーツプログラム（200９.７～） 

部門 コース 概要 

広場 
幼稚園生～小学６年生を対象に、サッカーで遊ぼうを合い言葉に、

週１回１時間、ミニゲームを中心に活動。約500名が参加。 

スクール 
小学校５年生を対象として、個人技術の習得を目的としたスクー

ル。水曜日午後７時～８時頃。 

中学生（U-15）：個々の育成を図ることを目的とした活動。 
ユース 

高校生（U-18）を再開。当面、水・土・日で活動 

選手 
さいたま市浦和リーグ３部から再出発。 

18歳以上の学生と社会人、約１５名が参加。 

生涯 
生涯スポーツとして楽しみながらサッカーを続けることを目的に

活動。選手を目指さずに続けたい中学生や高校生も参加可。 

サッカー 

スーパーシニア 

広場 

60歳以上を対象。 

木曜日サッカー広場の前の時間（13時～15時頃）に実施。 

キッズテニス 
幼稚園年長～小学校２・３年生を対象に、体育館で行うスポンジ

ボールのテニス。３箇所で実施中。約1２0名が参加。 

インドアテニス 
小学校３～４年生を対象として、キッズテニスよりやや固めのボ

ールで実施。本太小学校体育館で開催。約30名が参加。 

ジュニアテニス 
小学校３年生以上を対象とした、屋外での本格的なテニス。平日

夜のナイター練習。主に天沼テニスコート。 

（一般） 
ジュニアテニスの送迎でこられる保護者の方々を対象に、一般向

けのクラスを開催。 

ビギナー 初心者を対象に、初歩から丁寧に教える。 

テニス 

一般 初級者～中級者を対象に、障害者交流センターで開催。 

スタジオ 

プログラム 
７月より別表を予定 

のびのびスポーツ

広場 

様々なスポーツをとおして、総合的に運動能力を高める。 

■ 年中・年長クラス 

■ 小学校低学年クラス 

■ 小学校高学年クラス 

太極拳 主に高齢者を対象としたプログラム。楊明時太極拳。 

フィットネス 

バレエ 和泉伽甫留バレエ教室との共同開催。幼稚園～小学生。 

地域 星空スポーツ広場 
浦和高校グランド及び体育館をお借りして、広く参加できる場と

して運営。サッカー、ミニテニス（テニス）、バトミントン、卓球。

浦和スポーツ塾 
各界のスペシャリストをお呼びし、地域のスポーツ関係者にむけ

た講演会などを実施。 

チャリティ 

開発途上国へのスポーツ用品（中古）の提供などを実施。これま

で、ケニア、アフガニスタン等に寄贈。 

中古テニスボールの回収と学校への寄贈 

学び･遊び 
工作教室や折り紙教室など、様々なプログラムを、地域のボラン

ティアの皆さんとともに提供していきます。 

地域貢献 

ふらっと広場 常盤スタジオの午後の時間を地域に開放（主に子ども達） 

クラブライフ魅力アップ事業 
クラブ会員が楽しみながら交流できる各種イベントや、各プログ

ラムに＋αを提供。 
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２００９年７月からのスタジオプログラム（案） 

月 火 水 木 金 土 月 火 水 木 金

9:10

〜

10:00

10:20

〜

11:10

11:30

〜

12:20

13:30

〜

14:20

15:30

〜

16:20

16:30

〜

17:40

17:45

〜

19:00

　ピラティス 人気のピラティス

　エンジョイエアロ 少し軽めのエアロビクスエクササイズ

　親子リラックスＹＯＧＡ お子様連れでのＹＯＧＡを楽しみましょう

　親子エクササイズ 親子で楽しくエクササイズ

　アロマヨガ アロマの香りの中でヨガを楽しみながら、心と身体を調えましょう

ボールを使ったエクササイズで簡単シェイプアップ

太極拳
南箇
公民館

　ボディコンディショニング

　ボールＤＥエクササイズ

脂肪を燃焼させるＹＯＧＡエクササイズ

常盤

　フィットネスＹＯＧＡ

　シニアＹＯＧＡ シニアの方にも楽しくＹＯＧＡを楽しんでもらえるエクササイズ

ピラティス
フィットネス
ＹＯＧＡ

　ベーシックＹＯＧＡ YOGAの基本エクササイズ

ベーシック
ＹＯＧＡ

ベーシック
ＹＯＧＡ

ボディ
コンディ
ショニング

領家

ベーシック
ＹＯＧＡ

ピラティス

フィットネス
ＹＯＧＡ

ピラティスピラティス

アロマ
YOGA

フィットネス
ＹＯＧＡ ピラティス

ベーシック
ＹＯＧＡ

アロマ
YOGA

エンジョイ
エアロ

アロマ
YOGA

ピラティス

ピラティス

親子
エクサ
サイズ

親子
エクサ
サイズ

ボール
ＤＥ
エクサ
サイズ

フィットネス
ＹＯＧＡ

ベーシック
ＹＯＧＡ

フィットネス
ＹＯＧＡ

親子
リラックス
ＹＯＧＡ

アロマ
YOGA

大
人
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

バレエ
幼児

7
月
か
ら
は
水
曜
日
お
休
み
し
ま
す

バレエ
幼児

フィットネス
ＹＯＧＡ

シニア
YOGA

シニア
YOGA

バレエ
小学生
低学年

バレエ
小学生
高学年

17:30～
18：20
ＨＩＰHOP
小４以上

バレエ
小学生
低学年

ふ
ら

っ
と
広
場

ふ
ら

っ
と
広
場

ふ
ら

っ
と
広
場

ふ
ら

っ
と
広
場

ふらっと広場終了時間は、季節によって変りま
す
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2009年度スポーツプログラムと会費（予定）（定期プログラムのみ） 

プログラム 対象 曜日 時間 月会費 活動場所他 

年中・年長 15時～16時 

小１・小２ 16時～17時 

小３・小４ 17時～18時 
月曜広場 

小５・６・女子 

月 

18時～19時 

2,000円 

年中・年長 15時～16時 
木曜広場 

小１・小２ 
木 

16時～17時 
2,000円 

駒場サブグランド 

 

ﾈｰﾑ入りｼｬﾂ代を会費

に含む 

スクール 小６ 水 19時～20時 2,000円 県立浦和高校 

中学生（U15） 水金土日 ２時間程度 5,000円 北小・浦高・常盤北他
ユース 

高校生（U18） 水土日 〃 〃 浦和高校他 

選手 一般 水土日 〃 5,000円 浦和高校他 

生涯 全ての年代 土・日 〃 5,000円 市民リーグ他 

サ
ッ
カ
ー 

ｽｰﾊﾟｰｼﾆｱ 60歳以上 木 13時～14時半 2,000円 駒場サブグランド 

小１・２ 17時～18時 
駒場キッズ 

小３以上 
水 

18時～19時 
2,500円 駒場体育館 

年中・年長 15時～16時 
駒場キッズ 

小１･小２ 
木 

16時～17時 
2,500円 

駒場体育館 

年中は10月から 

小１～３ 18時～19時 
北小キッズ 

小３以上 
火 

19時～20時 
2,500円 北浦和小体育館 

小１～３ 17時～18時 
中尾キッズ 

小４以上 
火 

18時～19時 
2,500円 中尾小体育館 

小３・小４ 18時半～19時半
インドア 

小５・小６ 
木 

19時半～20時半
2,500円 本太小体育館 

硬式(ジュニア) 原則小３以上 17時半～19時 4,000円 

天沼ナイタ- 硬 式ｷｯｽﾞ・保護者 
（火）・水 

〃 親子6,000円 
天沼コート 

一般初心者 初心者 水・木・金 9時半～11時 3,000円 市営コート他 

テ
ニ
ス 

シニア 成人男女 金 13時～15時 4,000円 障害者交流センター 

スタジオプログラム各種 成人 月～金  2,000円 

毎月初めに入会申込

みを受付します。親子

プログラムは別会費。

年中・年長 15時～16時 

小１～３年 
金 

16時～17時 
2,000円 駒場体育館 

のびのびスポーツ広場 

小４年以上 月2回の金 17時～18時  500円 駒場体育館 

太極拳 全ての年代 土 15時～16時 1,500円 南箇公民館他 

幼稚園 火・金 15:20～16:10 
バレエ 

小学生 金 16:30～17:20 
4,000円 領家スタジオ 
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４．2009年度予算（案）（2009年4月1日～2010年3月31日）：採決事項④ 

 

 科　　　　　目

Ⅰ　収入の部
　１　会費、入会金収入
　　　正会員会費収入 350,000\    
　　　　〃　入会金収入 10,000\     
　　　賛助会員（個人） -\          
      賛助会費（法人） -\          360,000\     

　２　事業収入
　　　　サッカー事業 16,300,000\ 
　　　　フィットネス事業 13,554,000\ 
　　　　テニス事業 6,942,000\  
　　　　地域事業 300,000\     37,096,000\   

　３  補助金等収入 7,650,000\  7,650,000\   
 
　４　雑収入 50,000\      50,000\       

      当期収入合計（Ａ） 45,156,000\   

　　　収入合計（Ｂ） 45,156,000\   

Ⅱ　支出の部
　１　事業費
　　　　サッカー事業 14,524,500\ 
　　　　フィットネス事業 8,637,540\  
　　　　テニス事業 4,837,980\  
        ふらっと広場運営事業 1,763,600\  
　　　　地域事業 970,000\    
        保険料 300,000\    
　　　　その他事業 -\           31,033,620\   
　２　管理費
　　　　事務人件費 8,208,000\  
　　　　通信・役務費 1,962,000\  
　　　　印刷・事務消耗品 930,000\    
　　　　施設・車両費 2,975,500\  
　　　　その他 962,000\    15,037,500\  
３　予備費

　当期支出合計（Ｃ）   \    46,071,120
　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ）  \      -915,120
　次期繰越収支差額（Ｂ）－  \      -915,120

金　　　　　　　額
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2009予算 2008決算 比較

Ⅰ　収入の部
　１　会費、入会金収入
　　　正会員会費収入 350,000\         \       290,000  \        60,000
　　　　〃　入会金収入 10,000\          \             -  \        10,000
　　　賛助会員（個人） -\               \        30,000  \       -30,000
      賛助会費（法人） -\               \             -  \             -

　２　事業収入
　　　　サッカー事業 16,300,000\      \    14,879,300  \     1,420,700
　　　　フィットネス事業 13,554,000\    \    17,386,700  \    -3,832,700
　　　　テニス事業 6,942,000\       \     6,651,000  \       291,000
        地域支援事業 300,000\         \       103,600  \       196,400
　３　補助金収入等 7,650,000\     \     7,870,000  \      -220,000

　４　雑収入等 50,000\         \       101,227  \       -51,227

      当期収入合計（Ａ）  \    45,156,000 \    47,311,827  \    -2,155,827
　　　前期繰越残高  \     7,139,556  \     3,345,378 3,794,178\      
　　　収入合計（Ｂ）  \    52,295,556  \    50,657,205 1,638,351\      

Ⅱ　支出の部
　１　事業費

　　　　サッカー事業  \    14,524,500  \    13,654,592  \       869,908
　　　　フィットネス事業 8,637,540\       \     9,399,765  \      -762,225
　　　　テニス事業 4,837,980\       \     4,832,192  \         5,788
      　そのほか事業 3,033,600\     \     3,841,295  \      -807,695
　２　管理費
　　　　事務人件費  \     8,208,000 \     4,156,575  \     4,051,425
　　　　通信・役務費 1,962,000\       \     1,970,896  \        -8,896
　　　　印刷・事務消耗品 930,000\       \     1,179,755  \      -249,755
　　　　施設・車両費 2,975,500\       \     2,669,459  \       306,041
　　　　その他 962,000\         \     1,813,120  \      -851,120

　当期支出合計（Ｃ）  \    46,071,120  \    43,517,649  \     2,553,471
　経常収支差額（Ａ）－（Ｃ）  \      -915,120  \     3,794,178  \    -4,709,298
  その他支出（固定資産分）  \             -  \             -
　次期繰越収支差額（Ｂ）－  \     6,224,436  \     7,139,556  \      -915,120

金　　　　額
科　　　　　目
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５．役員改選：採決事項⑤ 

 
 現役員の任期は、2007～2008年度でした（規約で総会までは継続）。今年度は理事改選となります。 
  
 07～08年度の理事・監事と役割分担 

総務 
企画 

 全
体
統
括 技

術
・
医
事 

事
務
局 

サ
ッ
カ
ー 

テ
ニ
ス 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス 

地
域 備考 

理事長 倉持 ○        
戸苅  ○  ○   ○  
塩野  ○       

副理事長 

小野崎   ○    ○  
金子    ○    休会中 
池森   ○ ○    07年度末で辞任 
大橋    ○     
佐藤    ○    体調不良により退任希望 
清水    ○   ○  
伊澤   ○ ○     
萩原     ○  ○  
三浦     ○    
山田      ○  08年度末で退会 
千装      ○   

理事 

中曽根      ○  08年度末で退会 
三戸         監事 
宮原        海外赴任中 

 
（～08年までの特別職） 
名誉会長：相川宗一（前さいたま市長）     

  顧  問：川本宜彦（サイサン会長）、柴崎栄一（弁護士）、北清治（さいたま市スポーツ振興審議
会委員）、田嶋勝彦（浦和サッカー協会参与）    

相 談 役：八木仁（浦和国際交流協会副会長）、新井武士（光和観光会長）、吉沢裕（埼玉スバル社
長）、池田隆（全国私立小中学校父母の会連絡協議会会長）、丸山晃（埼玉新聞社社長）、

島田宏二（さいたま市体育協会専務理事）、鶴岡明（埼玉県サッカー協会医事委員長）、

野崎廣志（税理士）、丸山正董（埼玉県サッカー協会医事委員）  
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